
  

 

 

 

 

 

 粒径の粗い材料のＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 
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概要 

 極点図から材料の方位定量(体積分率)計算を行う方法は２種類あります。 

   関数Ｆｉｔｔｉｎｇ法と積分方法（ＢＯＸ）があります。 

   関数Ｆｉｔｔｉｎｇ法は、高さ FWHM,ｅｕｌｅｒ角度広がりのＦｉｔｔｉｎｇが行われます。 

   積分方法はｅｕｌｅｒ角度の広がりを指定し求めます。 

   粒径が粗い試料の場合、ＯＤＦ解析結果に粒々方位が現れ、関数Ｆｉｔｔｉｎｇは困難になります。 

   本来粒径が粗い試料の場合、測定データに粒々が現れないように平均化を行います。 

   本資料では、ＬａｂｏＴｅｘの積分法も用いて計算比較してみます。 

 

極点図 

 

  

粒径の粗いデータではありませんが、このデータの積分法によるＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ図 

  

 若干凸凹しているが解析を続けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



予め用意しておいた方位の定量を FWHM１５ｄｅｇで行う。 

 

 

  

 

 今回、ＦＷＨＭ＝１５ｄｅｇである変更は可能 

 

 



ＣＴＲソフトウエアで表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



他のデータと比較する場合(最大６ファイル) 

 

 

 

 

 

 

 


